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2009年度就職活動結果

６期生の就職内定率82.7％

６期生の就職内定率は、非常に厳しい雇

用環境の中82.7％という結果になりました

が、今年も学生たちは、大手企業や優良企

業、あるいは地元企業に就職を決めました。

この１～２年、新規学卒者の採用市場で

は急激な変化が起こりました。2008年秋に

米国で端を発した金融危機以降、日本の景

気は急激に下降しました。その頃は2010年

３月卒（６期生）の学生を対象とした採用情

報が公開される時期であり、企業は比較的

高い採用意欲を持っていました。ところが、

2008年末から2009年のはじめに、それまで

の採用計画の見直しを行い、６期生を対象

とした新規学卒者の雇用環境は、採用予定

数を減らしたり説明会や選考会を中止したり

する企業もでてくるなど、非常に厳しいもの

となりました。

2009年４月以降の企業側の採用活動につ

いて例年と比較してみると、選考過程での

面接回数を増やしたり、採用予定数に達して

いなくても一定レベルに達していない学生は

採用しないなど、厳選採用を実施していまし

た。このような厳しい環境の中でも、学生た

ちは決してあきらめることなく、最後まで自

分たちの進路決定に全力を出し続けました。

学生たちは、４年間で身につけた専門知

識や行動力、問題解決能力を身につけ飛び

立っていきました。

〈サービス業〉
ＡＬＳＯＫ山陰、セントスタッフ、ツーウェイシステム

〈公務〉
高知県、千葉県警察本部、鳥取県警察本部、
鳥取県東部広域行政管理組合、防衛省、鳥取県
（臨職）、鳥取市（臨職）、倉吉市（臨職）

◆６期生の主な就職先
〈建設業〉
カシワバラ・コーポレーション、協和エクシオ、栗山組、
建設塗装工業

〈製造業〉
オロチ、寿製菓、笹屋伊織、ダイマツ、大和冷機工業、
鳥取県畜産農業協同組合、能美防災、丸京製菓

〈情報通信業〉
アクシス、TIS、鳥取県情報センター、日本ラッド、
富士通中国システムズ、三菱電機情報ネットワーク

〈運輸業、郵便業〉
サカイ引越センター、佐川急便、三洋ロジテクサービス、
西日本旅客鉄道、日本交通、福山通運、郵便事業

〈卸売業、小売業〉
あらた、ヰセキ中国、イワイ、因州屋、ウェルネス湖北、
えびす本郷、カインズ、カンサイ、コスモス薬品、
ゴダイ、ジュンテンドー、スズキ自販鳥取、大新、
タカミヤ、タブチ、ナンバ、日産プリンス鳥取販売、
日本住宅パネル工業協同組合、フジ、ベスト電器、
マルイ、ヤマダストアー、ヨドバシカメラ、ライフォート、
リックコーポレーション

〈金融業、保険業〉
かんぽ生命保険、倉吉信用金庫、但馬銀行、
鳥取信用金庫、日本興亜損害保険、日本生命

〈不動産業、物品賃貸業〉
エステートセンター

〈学術研究、専門・技術サービス業〉
AnArchitects一級建築士事務所、さくら建築設計室

〈宿泊業、飲食サービス業〉
ゼンショー、ワタミ

〈生活関連サービス業、娯楽業〉
三栄、全秦通商

〈教育、学習支援業〉
イッティージャパン

〈医療、福祉〉
十字会野島病院、正美会、鳥取医療生活協同組合、
鳥取県厚生事業団

〈複合サービス事業〉
いずも農業協同組合、岡山県漁業協同組合連合会、
くにびき農業協同組合、勝英農業協同組合、
鳥取いなば農業協同組合、丸合

平成22年１月９日（土）、本学同窓会「Re;TUES」

とキャリア支援課がタイアップし、卒業生によ

る在学生向けの進路支援企画「行列のでき

る？！進路相談会vol.6」が開催されました。この

企画は今年で６回目を迎え、毎年、農林、製

造、金融、サービス、公務など様々な業界で活

躍している卒業生が相談員として参加し、これ

から就職活動を始める在学生からの相談に応

じるものです。

在学生は、「将来、働くために、あるいは夢

を実現させるためにどのような大学生活を過

ごせばよいのか」「就職活動は、どのようなこと

をされてきたのか」「卒業するまでに、何をす

ればいいのか」など、普段疑問に思っているこ

とや不安に感じていることを相談していました。

卒業生は、自らの体験や経験に基づいて昔の

「行列のできる?!進路相談会 vol.6」実施報告

▲「行列のできる？！就職相談会vol.6」ブースの様子

ことを思い出しながら丁寧に答えていました。

就職活動中の３年生ばかりでなく、１年生

や２年生の参加もあり、とても活気のある相談

会になりました。

同窓会のネットワークを生かしたこのような

企画は、今後卒業生の層が厚くなるほど、ます

ます充実していきます。これまで毎年続けて

きたこの「行列のできる？！進路相談会」を、進

路支援の一環としてだけではなく、卒業生と在

学生の交流の場となることを期待して、今後に

つなげていきます。
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